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HＰＶ(ヒトバピローマウイルス)感染症予防接種説明書兼実績管理表 仙　 台　 市

Ｈ Ｐ Ｖ( ヒ ト パ ピ ロ ー マ ウ イ ル ス) 感 染 症 予 防 接 種 に つ い て

｢IIPV( ヒトパピロ ーマウイルス) 感染 症 丿防 接 狸｣ は 予･防 接 種 法で 定 める定 期 予･防 接 種で す。仙 台11fでは次 のとおり

接 極 事業 を実施 い たしますので、接 種対 象年齢 の方でこれまでに接 柿が 済 んでいない方 、またはお子様 の場 合 保護 者 の

方 は、こ の説 明 書をお読みになり効 果 及 び副作用について理 解されたﾋ で、1 防 接 種の実 施 についてご検 討ください。

I　IIPV 感染 症を 予･防 す るワ クチ ン( ３種類)

2価ワクチン は、子宮 罰 がんの原 捌の50 ～70 ％程度 を占めるＨＰＶ１６型･18 型の 感 染 予‘防 に効 巣 があり 、4価ワ

クチンは 、2価の効 米 に加 え良 性 の腫 瘍であ る尖 十コンジ ローマ の原因 となるIIPV6 型･11 型 の 感染 予･防 に効米が

あり 、９価ワクチン は、4価の 効 米｡に加え､IIPV31 型･33 型･45 型･52 型･58 型 の 感染 丿防 の 効 恥を有して おり。子

宮 蛸 がんの原因 の80 ～90 ％程 度を占めるIIPV 型へ のｊ 防 効 米が 認められています。

２　 接 種 対象 軒

(１) 小 学６年 生 か ら 高校1 年 生 相１ 年齢 の女 子【標 準的 な接 種 対象 者は 中学 １ 年生 の女 子･】

(12 歳 の誕 生｡日 が 属 す る年度 の 初日 から16 歳 の誕 生日が 属す る年 度 の未日 まで のIIII･jに あ る女 子)

(２) キャッチアップ 接 種( 令 和7 年3 月3 旧 まで) 対 象軒

令 和5 年度 ：平 成9 年4J.12 日 から平 成19 年4j･j】日 までの111111に 生 まれ た女ｆ

令和6 年度 ： 平成9 年4 月２日から平 成20 年肘] １口 までの 問 に 生 まれ た女 子

３　 接 種 回 数 および 費用

3回 または2 回 接 種･ 無 料

４　 接 種 間 隔

･２価ワクチン:1 川以h の間 隔をおいて2 回 行った後 、1回口接種 から5J｣ 以 卜 かつ2 回 口から２月半以ﾋ の間隔 をお

いて| 回行う。

【標準的な接種間隔:1回口を01 】として以降田 後(※)に2 回[]、l回目をO月として以 降6H 後( ※)に胞T 口】

･４価 ワクチン: 川 以1 この問 陥をおいて2 回 行った後､2 回｢.Tから肘｣ 以ﾄ:｡の問 隔をおいてl 回

｢標準的な接稲川｣隔:I 回目をO月として以降刎 後( 則 にか1[|、1回[]を朗 として以降6 月後(※)に3 回口】

･9 価ワクチン：４価ワクチンと同一

ただし､I回目を15歳になるまでに接種する場合は､２回で接種を完了することが町能

この場合、5月以ﾋ の間隔をおいて1 回接種する【標準的な接種咄隔:I回口を0月として以降6月後【剌 に2 回目】

※ ○ 月後 はOJ｣ 後 の同 日( ２月後 の 場 合 の例:119) 目 接 極が３Ｈ４日 だ と２回 目 接 種 は5J｣ ４日)

５　 接 肛 場所

予･防 接 鱈 登 鎌 医療 機 関　 ＊ｆ 約 が 必μjな場 合がありますので、事前 にお問い 介わせください 。

６　 持 ち物

母 子健康手帳(緋 寺ちの場合)または ﾄﾞ部の日PV ワクチン定期f 防接種実喘管理表･健康保険証等(住所、年齢力量 認できるもの)

・ｆ診 ぴ一個 人 訓 ま、接 櫛 削 こ登録医療 機関で 配布します。また。裏 面のお問 介せ先 窓口にて母 子健康手帳 及び保 険

証 等のご本 人様印認 書類を欣認の ヒ､受 け取ることが 可能です。

･被 接 極 者が16 歳 未 満の場 合、 保護者 同 伴が 原 則 ですが 、保 護 者が同 伴しない 場合であっても、保護 者が 署 名

した｢ 同意 書｣ と｢ 予‘診 貿 一個人 票｣ を医療 機 関へ提 出 することで接 檻が 可能で す。ただし、急な体 調変化 を来 たす

恐 れもあるため、保 護者 の同 伴をお勧めします。なお、同意書 はilfホ ームペ ージでダウンロードできるほ か、裏[紺の

お問 介せ先 窓口にて受 け取 ることがで きます。

(喪 而もお読 みください)

(説明書部分は胞)口以降の接印 寺にもご即認いただきますので切り離さずにお持ちください)

ＨＰＶワ クチン定 期予 防接 種 実績 管理 表

※母子健康手帳がお手元にない場合にご利用ください

※接種後は大切に保管Ljでください

(令 和５年4 月作 成)

」

氏名 生年月日　　　平成　　　　 年　　　 月　　　日

回数 ワクチンの種咬 接種日 推種した医療檄関 ロットシール貼付欄

第1回
口2 価l サーバリツクス

ロ4 価l が一ダシル
ロ9 価；シルガード９

令和　　年　　 月　　日

匯2 回
口２価; サーバリツクス

ロ4 価l ガーダシル

ロ9 価; シルガード9

令和　　年　　 月　　日

第3 回
口2 価; サ一バリックス
ロ ４価l ガーダシル

ロ9 価l シルガード９

令和　　 年　　 月　　EI
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